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1．はじめに

当協会では、少子高齢化・人口減少等社会構
造が変化する中で、地域経済の持続的発展に向
けて創意工夫をこらした創業支援を行うため、
平成29年度に「愛媛県信用保証協会創業支援
チーム」（以下、「創業支援チーム」という。）
を設置した。
組成当初から、金融機関や各地域の自治体、
商工団体、大学・各種専門学校などの機関との
結びつきを強め、チームとして創業支援に取り
組んでいくことを運営方針としていたため、あ
らゆる機関に足を運び、当協会による創業支援
の取り組みや創業関連保証制度の説明をさせて
いただいた。
また、各機関が実施している創業セミナー等
にも積極的に参加することで徐々に認知度も高
まり、現在では毎年のようにセミナー等のお声
がけをいただいている。
創業関連保証制度の利用実績についても、創
業支援チーム組成前は年間100件を超える程度
の実績であったが、組成後 7年間の平均件数は
250件まで伸長し、令和 5 年度末における創業
に関連する保証制度の保証債務残高も約35億円
となり、10年前の5.8倍に増加するなど当協会
による創業支援の取り組みは着実に浸透してい
るといえる。
今回は、当協会の創業支援チームによる創業
支援の取り組みを中心に紹介したい。

2．「創業支援チーム」について

（1）実施体制
創業支援チームは、事務局及び創業支援担当

者 6名で構成されており、業務統括部企業支援
課が事務局（統括部署）を務め、創業支援担当
者は若手・中堅保証担当者（以下、「担当者」
という。）の中から選抜し、松山事業部・各支
所に配置している。
毎年の人事異動によりメンバーは変更するも

のの、基本的に 2～ 3年は担当するため、創業
希望者が当協会へ直接相談に来られた際の対応
や創業計画策定等のサポートを経験し、実績を
積むことで徐々にノウハウを醸成することがで
きている。また、新たに創業支援チームに加入
した担当者や経験の浅い若手担当者は、相談時
や創業計画策定時の対応の仕方や資料の作成な
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ど一人でうまく進められないこともあるが、担
当者同士の横のつながりでサポートし合う風土
がこの 7年間で構築されたこともあり、活発な
交流の中でスキルアップにもつなげることがで
きている。

（2）支援内容
信用保証協会を選んでくださった方が、一人
でも無事に創業し、スムーズに事業が運べるよ
う、当協会では以下の支援に取り組んでいる。

①創業希望者に対する初期の相談対応支援
メールや電話などで当協会に直接連絡をくだ

さった方や足を運んでくださった方の相談は、
創業支援チームの担当者を中心に対応している。
当協会が参加した創業セミナーで声をかけて
くださった方や、自治体・商工団体からの紹介
など、近年信用保証協会を相談先として選んで
くださる方も増えている。

②創業計画策定等の支援
金融機関から創業関連保証制度の申込相談が

ある場合、金融機関や他の支援機関のサポート
により創業計画書は整えられているが、これか
ら創業を予定している方が当協会に来られた場
合、創業の思いや考えは頭の中にあるものの、
それらを整理して事業計画や収支計画、資金計
画の作成までに至っていないのが実情である。
その場合、担当者が積極的に創業計画策定のサ
ポートを行っている。
各自治体が産業競争力強化法に基づく創業支

援事業計画の認定を受けて実施している「認定
特定創業支援事業」に、当協会も平成28年度か
ら認定連携創業支援事業者として参加してお
り、「個別相談」を担当している。「個別相談」
では、創業に必要な 4つの知識（経営・財務・
販路拡大・人材育成）を習得するプログラムと
なっており、担当者が作成したそれぞれの分野
のレジュメや当協会が作成した創業応援冊子
「Let’s起業」を用いて 1 か月以上継続的に支援
を行っている。
「経営」の分野における経営ビジョンを策定
するプログラムでは、創業希望者が創業に対す
る思いを持っているため、ビジネスアイデアを
明確化し、言語化するプロセスに非常に興味を
持って取り組んでいる。一方、「財務」の分野
では、例えば、売上の積み上げ方や必要経費の
算出などの収支計画の作成や、資金調達の検討
などは苦手な方も多い印象である。「財務」は
保証協会職員の得意分野でもあり、より時間を
かけ丁寧に行うことで理解を深めてもらうこと
ができており、修了後は非常に高い評価をいた
だいている。
近年、年間約10件の認定特定創業支援事業に

携わっているが、創業希望者と一緒に創業計画
書を作り上げていくことに喜びや楽しさを感じ
ている担当者も多く、今後は更に取り組みを増
やしていきたいと考えている。

③資金調達の支援
愛媛県では創業関連保証制度・スタートアッ

プ創出促進保証制度を活用した制度融資「新事
業創出支援資金」を創設しており、同制度を利
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用した場合、創業者は信用保証料全額補助、低
金利（固定1.5％（認定特定創業支援事業利用
の場合、固定1.3％））で資金を調達することが
できる。
低コストでの資金調達が可能であることとあ
わせて、創業支援チームを組成して以降、当協
会が積極的に創業支援に取り組んでいることが

金融機関にも広く認知されてきた。そのため、
金融機関窓口やセミナー等で借入相談があった
場合、金融機関担当者は早い段階で当協会に相
談に来られ、面談の同席や創業計画書を一緒に
ブラッシュアップするなど、金融機関と当協会
が協力してサポートしていくことが定着してお
り、創業者の円滑な資金調達につなげることが

認定取得のメリット

協会創業制度の金利が
％→ ％に軽減

認定特定創業支援事業

• 国の認定を受けて、自治体が連携事業者と実施する事業。創業に必要な４つの知識（経
営・財務・販路拡大・人材育成）が習得できる。本支援修了により、自治体が交付する証
明書を利用して、様々なメリットを受けることができる。

• 保証協会が支援機関に認定されている自治体もあり、協会が個別支援として、 か月以
上かつ 回以上の継続支援を行う必要がある。
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Let’s 起業

　　　事業に必要なお金 円

　ー　事業に使えるお金 円

　　　　　足りない金額 円

※事業に使える資金には、貯金以外にも親族からの支援金等の

　返済を求められていないお金があれば含める。

例

円
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A：あなたの想いを「見える化」しよう
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パン屋

内容
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大石　由美
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【創業応援冊子「Let’s�起業」】
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できている。

④創業後のフォローアップ支援
当協会の創業支援の中で、力を入れている支
援の一つが創業後のフォローアップである。
前年度に融資実行した創業保証先を訪問し、
業績や現在抱えている悩み・ニーズ等をヒアリ
ングすることで創業後の業況の把握を行ってい
る。その上で、担当者によるアドバイスのほ
か、アクションプランや資金繰り表の策定支援
を提案し、専門性の高い経営課題については、
当協会の経営支援強化促進事業やよろず支援拠
点を活用して専門家派遣を提案するようにして
いる。
創業フェーズでは、当初想定していなかった
出来事が起こることも多く、業績が計画と乖離
し、課題を抱えることも多い。担当者がヒアリ
ングの中でそこをうまくキャッチアップして早
めに軌道修正を行い、事業を安定させること
は、創業者が精神的にも安心して事業に取り組
むことにつながるため、積極的に行っていきた

いと考えている。
また、当協会では、県の創業支援策と連携

し、新事業創出支援資金を利用している、もし
くは過去に利用したことのある創業者（開業後
5年を経過していない事業者等）を対象に、創
業後に必要となる追加資金に対応し、創業者の
事業を早期に安定させ、その後の成長発展につ
なげることを目的とした県の制度融資「創業
フォローアップ保証（通称：「セカンド」）」を
平成29年度に創設している。フォローアップの
中で、創業者の資金ニーズを確認の上、適宜資
金対応することで本業に注力できる体制を整え
てもらえるよう、創業後も金融・経営の両面か
ら伴走支援に取り組んでいる。

これまで、創業支援チームにおける支援内容
を述べさせていただいたが、ここで、担当者に
よる創業計画策定等の支援及び創業後のフォ
ローアップについてそれぞれ事例を紹介したい。

3．�創業担当者による� �
創業計画策定支援事例

（1）企業概要
業種 飲食業 創業年月 令和 5年 9月

従業員数 1名 創業者 男性

事業内容
看板商品「やきとん」を中心に低温
調理の肉刺しや煮込みの豚料理をメ
インに提供する専門料理店。

創業者の
経歴

都内の飲食店で約20年勤務。地元で
開業する気持ちが固まり、令和 4 年
2 月にUターン。その後、地元の居
酒屋で約1年半勤務し、開業に至る。

（2）創業支援に至った経緯
創業者A氏（以下、「A」という。）は、Uター

ン後、当協会が以前創業支援をしていた居酒屋
に勤務していた。その代表者から「独立するの
に資金が必要なら、信用保証協会に相談に行っ
てみてはどうか」と言われ、Aが当協会に連絡
したことをきっかけに創業支援を実施すること
となった。
Aからの連絡は、事業内容は決まっているも

愛媛県中小企業融資制度 
 

★新事業創出支援資金の 

保証料を全額補助します★ 
— 愛媛県は、あなたの創業・事業承継を応援します — 

 

１ 融資条件 

①   資金使途  運転資金、設備資金【※１】 

②  融資限度  創業   3,500 万円 

          事業承継 運転 5,000 万円【※１】 

設備 １億円 

③  融資期間  運転７年以内（うち据置原則１年以内）【※１】 

         設備 10 年以内（うち据置原則１年以内） 

④  融資利率  年 1.50％（創業特例 1.30％）【※２】 

⑤  保証料率  創業   年年 00..8800％％又又はは 11..00％％  → 00..00％％  

         事業承継 年年 00..1166％％～～11..7722％％  → 00..00％％ 
【※１】事業承継のうち、全全国国統統一一制制度度のの事事業業承承継継特特別別保保証証をを  

利利用用すするる場場合合はは、、県県制制度度融融資資のの既既往往債債務務のの借借りり換換ええもも  

対対象象となり、その際の融資条件は運転資金と同様です。  

【※２】創業特例については、お問い合わせください。 
 

２ 取扱金融機関 
伊予銀行、愛媛銀行、愛媛信用金庫、東予信用金庫、 

川之江信用金庫、宇和島信用金庫、商工組合中央金庫松山支店、 

中国銀行、広島銀行、山口銀行、阿波銀行、百十四銀行、 

四国銀行、徳島大正銀行、香川銀行、高知銀行、観音寺信用金庫、 

みずほ銀行、三井住友銀行 
 

３ 実施期間 

   令和９年３月 31日まで 
 
※ 融資及び保証については、金融機関及び保証協会による審査の結果、 

ご希望に添いかねる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 
 ※ 信用保証料の補助については、予算の上限に達した時点で終了させていただきます。 
 
 
 
 

 

（問い合わせ先） 

 愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課金融係  愛媛県信用保証協会業務統括部保証企画課 

 TEL:089-912-2481 FAX:089-912-2479      TEL:089-931-2119 FAX:089-931-1026 

愛媛県内で創業しようとする方、事業承継に取り組もうとする方

は、県の融資制度のうち、新事業創出支援資金を利用する際に、

信用保証料を全額補助いたします。 

 （注意：創業については、融資申込時に保証協会の利用残高がない方に限ります。） 

保証料の 

負担なし！！ 

 

ポイント 

【県制度創業チラシ】
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のの、出店場所や収支計画等は固まっておら
ず、資金調達もどうすればよいか分からないの
で相談に乗ってほしいというものであった。

（3）支援内容
①創業前の支援
Aは立ち上げスタッフとなる従業員とともに
見よう見まねで事業計画・収支計画を策定して
いたが、「こういう計画でいいのか、自分では
よく分からない」と自信がない様子であった。
そこで、担当者は、「計画書類の完成度を上げ
る前に、まず開業に向けての思いや考えを表す
ことから始めましょう」と提案し、Aと一緒に
コンセプトシートの作成をすることとなった。
『誰に、何を、どのように』という基本コンセ
プトのもと、ターゲット・メニュー・店内環境
やサービスといった項目に分類し、Aの思いや
考えを整理した。
作成する中で、Aは、「自分がこれから人生
をかけて始めるお店なのだから、もっと多面的
に考えてやりたい」と希望したため、当協会の
専門家派遣事業を活用し、「思い（経営理念）」
を深掘りして検討することとなった。
専門家による経営相談では、まず、ライフプ

ランとして事業規模と報酬額（Aの個人の収入）
を30年後から逆算して検討。続いて、事業発展
のイメージをした上で「成し遂げたいことは何
か」について検討した。最終的には、経営理念
の構成要素である使命やビジョン、ミッション
をAの言葉で「言語化」することができた。
専門家派遣後、担当者とともに再度コンセプ

トシートをブラッシュアップすることとなった
が、初めて相談に来たときは口数も少なく、自
信がない話しぶりだったAが、自分から積極的
に話し始め、自身の思いから導き、修正するな
どしてコンセプトシートを完成することができ
た。
収支計画についてもコンセプトシートをもと

に作り直し、店舗改装や什器といった設備資金
以外に当面必要となる運転資金の算出も行い、
資金調達計画も立案することができた。
その後、当協会から金融機関を紹介し、無事

に融資実行。令和 5年 9月に店舗をオープンす
ることとなった。

②創業後の支援
オープン後、担当者は一般客として店舗に行

くことはもちろんのこと、年明け 1 月にフォ

立地概要

＜メインターゲット＞ ＊物件住所　　　　松山中心部 1名客

＊平日　　仕事帰りの単身者（20～40代）
＊店舗面積　　　　15～20坪 煮込み　：　＠　450円×1皿=450円

＊週末　　2～3名の老若男女（友人、カップル、夫婦）
＊席数　　　　　　20～24席（1.5席/坪） やきとん：　＠　300円×2本=600円

　　　　　常連客
＊想定営業時間　　17:00～24:00 ３種盛り：　＠　1000円×1皿=1000円

ドリンク：　＠　600円×3杯=1800円

　3850円

2名客
煮込み　：　＠　450円×1皿=450円
肉刺し　：　＠　500円×1皿=500円
やきとん：　＠　300円×6本=1800円
３種盛り：　＠　1000円×1皿=1000円
ドリンク：　＠　600円×8杯=4800円

　8550円
＊焼き鳥以上の満足感と焼肉以上の手軽感 ＊松山市にまだ馴染みの薄い焼きとんの普及

＊一人でも入りやすく ＊普段使いできる帰る場所

　ちょい飲みや1軒目に使い易い店 →毎日でも食べたい、通いたくなる

＊焼きとんの松山での希少性 　　　メニューとサービスで中毒性のある店に

ターゲットに合わせ、落ち着いた
清潔感のある環境計画

＜内装＞
＊コンクリート壁等シンプルで落ち着いたもの
＊スペースを確保したカウンターメイン

カウンター　8～10席
＊カウンターメインの店内での会話や 　＜フード＞ 2名席×3　4名席×２
　その日限定の希少部位、お勧め一品料理等 ＊看板商品の焼きとんを中心に ＊テーブル椅子等は明るめの木材使用
　SNS発信でお客様との接点を多く持つ 　低温調理の肉刺しや煮込みの豚肉料理がメイン
＊創作料理を少量の選べる3品セットを勧め ＊季節の魚介や野菜を使った冷菜中心の創作料理 ＜外装＞
　一人でも様々な料理を楽しめるように ＊入りやすさ重視
＊クレジットカード、スマホ決済も可能

＜ドリンク＞
＊A看板や黒板を用い営業時間内外の

＊店内仕込みのレモンサワー
　通行人にもアピール

＊飲みきりワインボトル
＊日本酒は常時3種用意しその内1つを提供
　空けた方に次の商品を選んでもらう
　（劣化防止、選ぶ楽しみ）

 基本コンセプト

消費形態

店内環境

 　　メニュー　サービス

モチベーション

  ターゲット

【コンセプトシート】
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ローアップを実施した。
経費面はほぼ計画通りであったが、売上が当
初計画を下回る状況であり、Aも少し焦ってい
る様子であったため、今の状況と併せてどうい
うことに悩んでいるのかじっくり話を聞くこと
にした。その中で、集客方法とメニュー構成の
今後の展開に一番悩んでいるとのことであった
ため、よろず支援拠点に相談し、課題解決に向
けたサポートをすることとなった。
また、フォローアップ前、Aの店舗で当協会の
忘年会を行い、参加した職員にお店の「良いと
ころ」「改善した方が良いところ」をアンケート
し、それらを集計したものをフォローアップ時に
提示し今後の店づくりに活かしてもらうこととし
た。Aからも客目線でのストレートな意見はうれ
しいと喜んでいただき、その集計結果も経営相
談時の材料の一つとして活用していただいた。
現在もよろず支援拠点による支援は継続して
いるが、集客については、プロモーションの中
心となるInstagramの投稿内容や写真をテコ入
れすることでフォロワー数も増加（令和 6年 7
月時点540名）、集客につなげることもできてお
り、一歩ずつであるが着実に成果を上げてい
る。
当協会としては、今後も経営課題の共有・解
決に向け伴走支援を続けていきながら、将来的
には自走化できるようAと対話を続けていきた
いと考えている。

4．�創業担当者によるフォローアップ� �
支援事例

（1）企業概要
業種 介護事業 創業年月 令和 4年 5月

従業員数 4名 創業者 女性

事業内容
高齢化が進む市町で訪問介護事業を
行う。

創業者の
経歴

病院や老人ホーム、デイサービスで
約15年勤務。
前勤務先の同僚と共同出資して法人
を設立した。

（2）支援に至った経緯
創業者B氏（以下、「B」という。）は、医療・

福祉で培った知識や経験を活かし、利用者に住
み慣れた自宅で少しでも長く快適に生活してほ
しいという思いから訪問介護事業を開業。創業
に際し、当面の運転資金を調達するために金融
機関を訪れ、当協会へは金融機関を経由して創
業関連保証制度の申込相談があった。Bのこれ
までの経験を踏まえた無理のない事業計画・収
支計画であったこと、穏やかながらもやる気に
満ち溢れた人物であったこともあり、当協会で
は実現可能な計画であるとの判断のもと保証に
応諾した。
融資実行から半年経った頃、追加融資の申し

出があったため、フォローアップを兼ねて事業
所を訪問し、Bに現在の状況を尋ねると、利用
者数・単価ともに当初計画より大幅に下振れ、
事業がうまくいっていないとのことであった。
創業当初に借入した資金もすべて使い、従業員
の給与等の支払いのため、自身の預金を取り崩
してなんとか回しているが、今後の先行きが不
安だと話しており、地に足がついていない状況
であった。
そのため、まず、Bの不安の元である当面の

資金繰りを「見える化」するために、担当者が
一緒に資金繰り表を作ることとした。

（3）支援の内容
担当者は、資金繰り表を作成する中で、毎月

の収入や支出を細分化し、そのうえで、収入を

【創業計画策定支援事例】
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増やすために何をしなければいけないか、支出
面で見直しできる経費はないかなど、Bと時間
をかけて話し合った。
最初は、Bもなかなか心を開いて話してはく

れなかったが、Bのために何とかしたいという担
当者の思いが通じ、自分の置かれている状況が
辛く不安であること、それでも何とか立て直し
たいといった本音を話してくれるようになった。
話は前後するが、担当者は合計11回の面談を
経てアクションプラン策定を行ったが、策定後
にBから、「信用保証協会の人がここまで支援
してくれるなんて知らなかった」とおっしゃっ
ていただくなど信頼関係も築け、創業者と信用
保証協会が同じ目線で目標に向かって進むこと
の重要さを改めて認識することができた。
話を支援の内容に戻すが、今回、少しでもB
の直面している不安を取り除くために、資金繰
り表にとどまらず、SWOT分析やアクション
プランの策定、それらを実行することでどれく

らいの収益になるかをまとめた収支計画を一緒
に策定することとした。
アクションプランの策定では、マンパワーが

限られていることもあり、Bとの決め事として
確実に行動に移せることを探ることとした。体
裁の整ったきれいな表現を並べた計画を策定し
ても、実際に事業者が実行しなければ何の意味
もないからだ。その中でも、優先順位をつけ、
Bや従業員が納得感を持って取り組めるよう工
夫をし、時間はかかったものの計画書を完成す
ることができた。
資金繰り表を見やすく整理したことで、あと

何人くらい利用者を確保しなければならないか
確認できるようになり、そのために、アクショ
ンプランに記した方法を着実にやっていこうと
いったような良いサイクルで会社を回すことが
でき始めたため、現在は利用者も順調に増加
し、今期は創業後初めて黒字化できる見通しで
ある。

(単位：円)

実績 実績 実績 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画

 A銀行借入

 B銀行借入

 役員借入

ガソリンPT

 その他

計④

 A銀行返済

 B銀行返済

 その他

計⑤

項目 累計

利用者数

前月繰り越し

ビジネス保険

火災保険

営
業
収
入

介護保険売上

実費利用分

合計①

損害保険(車)

車両保険

車検代

事務所費

コピー機リース

通信費(フレッツ光)

通信費(オフィス光)

通信費(携帯代)

賃料

キャノンリース

介護ソフトリース

水道/ガス

電気代

商工会会費

職員健康診断

営業外収支④-⑤=⑥

総合収支③-⑥

翌月繰り越し

ガソリン代

接待交際費

その他経費

合計②

営業収支①-②=③

営
業
外

収
入

支
出

営
業
支
出

人件費

保険代

雇用保険

住民税

【今期の資金繰り表】



- 30 -

現在も、月に一度は担当者が事業所にお邪魔
したり、Bが当協会に業績を報告してくれるな
ど良好な関係を続けることができている。
創業者はなかなか相談できる相手もいないた
め、Bのように不安を抱えたまま経営をしてい
る人も少なくないように思う。フォローアップ
は、そのような事業者を拾い上げ、金融支援・
本業支援といったさまざまなサポートにつなげ
ることができる非常に意義のあるものであり、
今後も積極的に実施していきたいと考えてい
る。

5．おわりに

平成29年度以降、金融機関や各支援機関が開
催する創業セミナー等に参加し、当協会の創業
支援の説明を行うなど、創業者に認知してもら
い、関係性を作れるよう地道に取り組んでき
た。当協会が創業支援に積極的に取り組むこと
を明示すると、金融機関からも理解をしていた
だき、金融機関に創業者から相談があった場
合、まず信用保証協会に相談しようという流れ
もできてきている。県による信用保証料補助と
いった支援施策も相まって、創業者が創業しや
すい環境が整えられているが、一方で、事例で
示したように、創業者が創業後、不安を抱えた
まま経営を続けている現状にも直面しているとこ
ろである。経営・再生支援同様、創業フェーズ
においても、当協会が主体となってサポートし、
微力ながらも地域活性化に貢献していきたい。
あわせて、当協会のマンパワー等の問題もあり
大々的な取り組みはできないものの、他協会や支
援機関の皆さまの活動やサポートを参考にさせて
いただきながら、現状にとどまることなく当協会
の創業支援を進化させていきたいと考えている。

2023/9期 2024/9期 2025/9期

利用頻度を高め
利用者単価を上げる

・利用者とのコミュニケーションを図り、関係性を強固にすることで利用頻度を
　高める営業を斡旋し、利用者単価を高める

・介護保険料以外の実費利用分のチラシを作成し、利用者や関係施設へ配布する

・保険収入(売上高)の増加

・利益率が改善し、赤字体質から
　脱却する

チラシ作成・配布

利用者満足度を高める ・利用者向けアンケートの実施をし、集計結果を見て分析したうえで利用者
　満足度を高める

・利用者満足度を高める

・リピーターの増加に繋がる

アンケート内容の精査
アンケート発行
集計・分析

分析結果から接客方針の
見直しを図る

ケアマネジャーとの
関係性を構築する

・未開拓のケアマネジャーとの関係性構築

・関係性が構築できているケアマネジャーとの関係性を強固にする

・利用者の増加に繋がる

・要介護度が高い利用者を斡旋して
　もらえるようになる

月1回の挨拶回り 月2～3回の挨拶回り 月2～3回の挨拶回り

運営形態の再検討 ・土日祝日の運営開始
・利用者の増加に繋がる

・利用者の機会損失を防ぐことが
　可能

土曜日・祝日運営開始 休日の利用頻度・単価の確認し
日曜日の運営開始検討

日曜日に成算があれば
運営開始

情報開示の見直し
・当社の情報開示が少なく、利用者や関連会社が当社を知るツールとして
　専用のＨＰ作成する

・SNS(インスタグラム・Facebook等)での発信

・利用者の増加に繋がる

・当社の信用度が高まる

HP作成依頼(内容精査)
SNSで発信する内容の確認

HP運用開始
SNS運用開始

商圏の拡大 ・DX化推進にて業務効率改善し、大洲市外に商圏を広げる
・利用者の増加に繋がる

・業務効率化にて人件費削減可能

進出する商圏の精査

丁寧なサービスの継続・強化 ・丁寧なサービスを継続し、増加する競合他社との差別化を図る

・当社の存在意義が確立できる
　(ブランド認知度の向上)

・新たな市場の開拓

・顧客の維持と成長

人材確保・組織力の強化
・退職率が高い業態のため、ハローワークとの関係性を維持し、適宜従業員を
　確保できる体制を整えておく

・ポスティングにて求人を促す

・組織体制が盤石となる

・営業活動に注力できる

ハローワークへ通う
ポスティング資料作成・配布

資産管理の徹底
・資産背景が薄く、手元資金確保するため資金調達をしたいが、金利上昇局面で
　あるため、金融借入をしないようにする

・役員報酬の削減

・金融借入の増加防止

・利益率が改善し、赤字体質から
　脱却する

役員報酬削減
(300千円⇒200千円：▲100千円)

経営課題 取り組み 期待される効果 実施時期

【アクションプラン】

【フォローアップ支援事例】


